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令和６年度公共事業再評価調書 担当課名　

26

工事着手年度 26

農村生活環境整備

(1)事業目的

(2)事業内容
54 ha （水田：20.1ha、わさび田：31.2ha、普通畑：1.5ha、樹園地：1.2ha）

・農業生産基盤整備：農業用用排水  1,720m(６路線)、農道  1,651m(２路線)、農道（モノレール） 4,128m(28路線)、

                    鳥獣害防止柵整備  467m(４箇所)

・農村生活環境整備：農業集落排水  750m(４路線)、農業集落道  116m(１路線)、交流基盤施設  1箇所

(1)事業を巡る社会経済情勢等の変化

(2)事業の投資効果
　○費用便益分析結果 （令和 5 年度時点）

・総便益（B） 77.4 億円

・総費用（C） 23.3 億円

　○見込まれる効果（定性的な効果）

(3)事業の進捗状況 （令和 6 年度見込み）
進捗率

70.0% （ 883 百万円 ／ 1,261 百万円 ）

59.0%

0.0%

評価

評価

(1)対応方針（案）

本事業を 【 】 する。

(2)理由

-

15 m 120 m 983 m

　農道（モノレール） 延長4,128 m 4,128 m

事業量

事業採択（Ｈ26）後10年経過

農業生産基盤整備

再評価理由 平成

　農業用用排水 延長1,720m 1,720 m - -

　農道 延長1,651 m 533 m

R5年度 R7年度以降

828

箇　所　名 みらい伊豆
いず

関係市町 伊豆市

事業採択年度 平成 年度 計画期間 平成26年度　～　令和９年度

5 50 378

R6年度見込全体計画事業費

1,261

年度

事　業　費
（百万円）

～R4年度

資料2(様式１)

番号 2

事　業　名 農業農村整備事業 事業主体 静岡県

農地保全課

339 m

　農業集落道

1 箇所

延長116 m 100 m - - 16 m

　交流基盤施設

　農業集落排水 延長750 m  351 m - 60 m

- - -1 箇所

- - -

　鳥獣害防止柵整備 延長  467 m 430 m - - 37 m

【視点２】 ・農業用用排水路・農道（モノレール）：全路線完了。
・農道：１路線完了。残る１路線は、全線用地買収済であり、計画的な工事進捗が見込まれる。
・鳥獣害防止柵：３箇所完了。残る１箇所については、関係者との協議が整っており、計画的な工事進捗が見込まれる。
・農業集落排水：２路線完了。残る２路線は、河川管理者との協議が整っており、計画的な工事進捗が見込まれる。
・農業集落道：残区間は県道との接続部。県道及び河川管理者との協議が整っており、計画的な工事進捗が見込まれる。
・交流基盤施設：伊豆わさビジターセンターと連携した駐車場整備。整備方針が決定したため、今後は円滑な進捗が見込まれる。

【視点３】 　集落道整備において、県道及び河川の管理者と協議した結果、河川ルートを変更することにより仮設構造物が不要になるなど、約
15,000千円のコスト縮減が見込まれる。新たなコスト

縮減・代替案
立案等

の可能性

今後の
事業の進捗
の見込み

対応方針
(案)

継続が妥当

継続が妥当

継続

　農業生産基盤整備及び農村生活環境整備の進捗により、営農条件の改善と生活環境の向上が図られていることから地域全体が活性化し
ている。事業に対する地元の要望も高く協力的であり、今後の事業の進捗も見込めることから、事業を継続する。

事業の
必要性

事業量

事業費

区　分

農業用用排水路(1,720m/1,720m)、農道(668m/1,651m)

農業集落排水(411m/750m)、農業集落道(100m/116m)
農村生活環境整備

農業生産基盤整備 87.2%
農道(モノレール)(4,128m/4,128m)、鳥獣害防止柵(430m/467m)

交流基盤施設(0箇所/1箇所)

【視点１】

 本地域の特産品である水わさびは、伝統的な畳石式のわさび田で栽培されており、2018年に「静岡水わさびの伝統栽培」として世界農業
遺産に認定されたこともあり、わさび田の原風景の認知度が高まっている。水わさびは輸出量増加など国内外で需要が高まっており、単
価についてもここ数年で２倍近く上昇している。本事業により農道（モノレール）が整備され、省力化が進んでいることから生産者の営
農意欲は更に向上している。
 また、本地域と東名高速道路をつなぐ伊豆縦貫自動車道の開通により交通のアクセスが向上し、農産物の流通だけでなく都市部からの観
光客の増加に寄与している。自動車道の開通と併せて、道の駅「伊豆月ケ瀬」が2019年12月に開業したことから多くの観光客が訪れ、わ
さび、お米、果樹及び農産物加工品等の直売による地産地消や観光と農業の連携が図られている。
更に、令和６年４月にはわさびの博物館機能、地域の観光案内機能、わさびの食体験機能を兼ね備えた「伊豆わさビジターセンター」が
オープンし、伊豆のわさびなどに関する様々な情報発信や都市農村交流の発展が見込まれる。

 本地区は、伊豆半島中央に位置する伊豆市全域を対象としている。山々に囲まれた地形から小規模に分散する急傾斜な農地が多く、農地
の基盤整備の遅れから省力化や生産性向上が進まないことや、水田の用排水路の老朽化に伴う漏水などが問題となっている。また、農業
集落においては、集落内の道路や排水路が未整備であることから、生活環境の向上が求められている。
 このことから、営農条件の改善による省力化や付加価値の高い農業の展開と定住環境を改善するため、農業生産基盤整備と農村生活環境
整備を一体的に実施するとともに、農業と観光業の連携促進を図ることにより地域全体を活性化することを目的とする。

　　　農業生産基盤整備による農作業の効率化や農村生活環境整備による都市と農村の交流向上効果

内　訳

B/C（i=4%） 参考:B/C（i=2%） 参考:B/C（i=1%） EIRR

3.3 3.8 4.2 6.0%

受益面積：

事業概要



費用対効果の分析資料 担当部課名　       　　　　農地保全課

作物生産効果

［便　  益］＝ 431,803 千円
営農経費節減効果

［便　  益］＝ 40,002 千円
維持管理費節減効果

［便　  益］＝ -354,742 千円
走行経費節減効果

［便　  益］＝ 6,742,172 千円
災害防止効果（農業資産）

［便　  益］＝ 21,784 千円
農業労働環境改善効果

［便　  益］＝ 78,555 千円
災害防止効果（一般資産）

［便　  益］＝ 366,768 千円
維持管理費節減効果（農村の進行に関する効果）

［便　  益］＝ -9,721 千円
生活環境向上効果

［便　  益］＝ 321,024 千円
国産農産物安定供給効果

［便　  益］＝ 87,834 千円
災害防止効果（公共資産）

［便　  益］＝ 9,476 千円
都市・農村交流促進効果

［便　  益］＝ 8,958 千円
総便益

431,803 + 40,002 + -354,742 + 6,742,172 + 21,784 + 78,555 + 　　　　　　千円
366,768 + △ 9,721 + 321,024 + 87,834 + 9,476 + 8,958 ＝ 7,743,913

総費用
① 事業着手時の資産価額 33,310 千円（既施設の資産額を減価償却により整理）
② 当該事業費 1,446,478 千円（当該事業で整備する施設費用）
③ 関連事業費 千円（当該事業に関連する施設の費用）
④ 評価期間における再整備費 1,000,556 千円（工事期間＋４０年の評価期間内の再整備費）
⑤ 評価期間終了時点の資産価額 153,206 千円（工事期間＋４０年の評価期間終了時の資産額）

総費用＝①＋②＋③＋④－⑤
2,327,138 千円

①総便益（Ｂ） 7,743,913 千円
②総費用（Ｃ） 2,327,138 千円
　　総費用総便益比（Ｂ/Ｃ）　＝ 3.32

 

　農業用用排水路整備、鳥獣害防止施設整備による農地や水利条件の改善により、国産農産物の安定供給が図れるため、国
民が感じる安心感の効果が発生する。

　集落排水施設整備により、市道、県道、公共施設等への湛水被害の発生を最小限に抑制する。

　わさび田見学、イベント等により都市部との交流を促進する。

総
費
用
の
内
訳

総費用総便益比

　農業集落道の整備により、従来より道路幅が広がることで集落間を安全で快適に移動することが出来るため、生活環境が
向上する。

事業名 農業農村整備事業 地区名 みらい伊豆 （みらいいず）

総

便

益

額

の

内

訳

効　果　の　算　定

　農業用用排水路の整備による用水の安定供給、鳥獣害防止施設の整備による作物被害の減により、作物増収の効果が発生
する。

　農道整備により輸送効率の向上等により、農作業時間の短縮効果が発生する。

　農業用用排水路、農道、鳥獣害防止施設、集落排水施設、集落道などの整備により、維持管理する施設の延長や面積が増
量するため、新たな維持管理費が発生する。

　農道整備により、自宅から農地、農地から出荷場への距離短縮や車両改善によって走行経費の縮減効果が発生する。

　集落排水施設整備により、農地への湛水被害の発生を最小限に抑制する。

　交流基盤施設整備により利用者の経費が軽減する。

　集落排水施設整備により、一般資産への湛水被害を最小限に抑制する。

　集落排水施設整備、集落道整備により、草刈、土砂排除等の維持管理費が発生する。



交

後藤(ﾓﾉﾚｰﾙ)1台

杉本(ﾓﾉﾚｰﾙ)1台

岩下(ﾓﾉﾚｰﾙ)1台,86m

丸下(ﾓﾉﾚｰﾙ)1台
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横樽(ﾓﾉﾚｰﾙ) 2台,195m

與市坂 鳥獣害防止柵91ｍ

水の入(ﾓﾉﾚｰﾙ)架台補強

わさびの郷 １箇所

川移り(ﾓﾉﾚｰﾙ),336m

長野入大場(ﾓﾉﾚｰﾙ)2台 76m

瀧ノ沢(ﾓﾉﾚｰﾙ)2台
63m

石休場(ﾓﾉﾚｰﾙ) 2台

小嵐(ﾓﾉﾚｰﾙ)1台,89m

交流施設基盤

ﾊﾙｷﾊﾞ(ﾓﾉﾚｰﾙ) 1台

二之沢(ﾓﾉﾚｰﾙ)1台,24m

涸沢(ﾓﾉﾚｰﾙ),52m

猫越手引(ﾓﾉﾚｰﾙ)2台
157m

集落排水城2号166m

下尾野用水路
432m

薬研沢 鳥獣害防止柵
148m

嵐坂(ﾓﾉﾚｰﾙ) 1台,182m

筏場 鳥獣害防止柵 66ｍ

梨の木（上）(ﾓﾉﾚｰﾙ)1台,267m

奥ノ畑②(ﾓﾉﾚｰﾙ)1台,111m

集落道路 城 L=116m

門野原排水路
172m

下尾野農道 1,330m

大久保用水路 382m

奥向小屋(ﾓﾉﾚｰﾙ) 1台

入谷用水路 232m

奥ノ畑①(ﾓﾉﾚｰﾙ) 33m

湧沢(ﾓﾉﾚｰﾙ)1台,522m

川の入(ﾓﾉﾚｰﾙ)1台53m

瀧之上(ﾓﾉﾚｰﾙ)１台,297m

集落排水城1号 299m

出口用水路 674m

集落排水 中原戸 113m

紙谷農道 321m

薬研沢(ﾓﾉﾚｰﾙ)1台
27m

木橋(ﾓﾉﾚｰﾙ)68m

猫越手引 鳥獣害防止柵
L=162m

與市坂(ﾓﾉﾚｰﾙ)3台,838m

梨の木（下）(ﾓﾉﾚｰﾙ)1台,549m

工種 地区

二之沢 1 台 24 ｍ

川移り 0 台 336 ｍ

ハルキバ 1 台 - ｍ

涸沢 0 台 52 ｍ

水の入 0 台 (架台補強) ｍ

奥ノ畑① 0 台 33 ｍ

奥ノ畑② 1 台 111 ｍ

岩下 1 台 86 ｍ

梨の木（上） 1 台 267 ｍ

梨の木（下） 1 台 549 ｍ

川の入 1 台 53 ｍ

湧沢 1 台 522 ｍ

小嵐 1 台 89 ｍ

奥向小屋 1 台 - ｍ

丸下 1 台 - ｍ

木橋 0 台 68 ｍ

嵐坂 1 台 182 ｍ

瀧之上 1 台 297 ｍ

瀧ノ沢 2 台 63 ｍ

薬研沢 1 台 27 ｍ

後藤 1 台 - ｍ

猫越手引 2 台 157 ｍ

杉本 1 台 - ｍ

興市坂 3 台 838 ｍ

長野入大場 2 台 76 ｍ

棚場 3 台 103 ｍ

横樽 2 台 195 ｍ

石休場 2 台 - ｍ

32 台 4,128 ｍ農道(モノレール)　計

運搬機 レール施工延長

農道
(モノレール)

（中伊豆地域）

（天城湯ヶ島地域）

伊豆わさビジターセンター
★

工種 地区

大久保 1 路線 382 ｍ

下尾野 1 路線 432 ｍ

入谷 1 路線 232 ｍ

出口 3 路線 674 ｍ

6 路線 1,720 ｍ

紙谷 1 路線 321 ｍ

下尾野 1 路線 1,330 ｍ

2 路線 1,651 ｍ

薬研沢 1 箇所 148 ｍ

猫越手引 1 箇所 162 ｍ

興市坂 1 箇所 91 ｍ

筏場 1 箇所 66 ｍ

4 箇所 467 ｍ

城 2 路線 465 ｍ

中原戸 1 路線 113 ｍ

門野原 1 路線 172 ｍ

4 路線 750 ｍ

城 1 路線 116 ｍ

1 路線 116 ｍ

わさびの郷 1 箇所 1 箇所

1 箇所 1 箇所

交流施設

交流施設　　計

鳥獣害防止

鳥獣害防止　　計

集落排水

集落排水　　計

集落道

集落道　　計

農　道　　計

路線 施工延長

農業用用排水

農業用用排水　計

農　　道



●事業効果の発現状況
<農業生産基盤整備>

<農村生活環境整備>　

農業農村整備事業　みらい伊豆地区　事業効果説明資料

【整備前】 徒歩による運搬

【整備後】 ↓
モノレールによる

資材・収穫物運搬が可能
↓

運搬の速度向上
↓

わさび田は、道路がない山間部奥地の急傾斜地に階段状に造成された農地が多く、

農作業において資材や収穫物の運搬に支障をきたしている。モノレールの新設及び

老朽化したモノレールの更新により、農作業の効率向上を図る。

老朽化した排水路の整備を行い、周辺住宅地や農地への浸水被害防止を図る。

農道（モノレール）：

農業集落排水施設：

整備前 整備後

資材・収穫物運搬にかかる経費の節減(1.23ha)

4,619

1,522

（千円/年）

67%減

徒歩運搬

整備前

整備前 整備後

整備後

農道： 現道は狭小であり場所によっては人が歩く道程度しかなく整備が遅れている。農道の整備に

より、農作業の効率向上を図る。



●事業を巡る社会情勢等の変化

●新たなコスト縮減・代替案・立案等の可能性

2018年に「静岡水わさびの伝統栽培」として世界農業遺産に認定され、わさび田の景観や収穫体験
を目的に多くの都市住民が訪れている。近年、水わさびの輸出量増加など国内外の需要も伸びて

おり、単価についても約２倍に上昇している。

都市住民との交流

（わさび収穫体験）

2024年４月伊豆わさビジターセンターが

オープンし、本事業で整備を行う交流基

盤施設との連携が期待されている

畳石式のわさび田

河川ルートの変更により

・仮設鋼矢板の施工が不要

・交通規制が不要

・将来の維持管理も容易な構造に

○集落道： 高額な仮設鋼矢板を不要にする設計に変更



補足説明資料（当初からの変更点・理由）

前回からの変更点・理由

事業費の増額理由

・農業集落排水路の河川協議に伴う工法変更等による増額(８１百万円)

・農業集落道における河川横断函渠部基礎の地盤改良追加及び河川協議に伴う

函渠断面の変更による増額(１２５百万円)

・物価変動のための自然増(１０３百万円)

河川協議により、落差工の追加、

既設護岸の改修範囲を変更

ボーリング調査の結果、地盤が悪いため地盤改良を追加、

河川協議により函渠の断面を変更

農業集落排水 農業集落道函渠部地盤改良

農業集落道 河川横断函渠部

河川改修計画

の断面に拡大

地盤改良範囲
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